
























































































































































































































































































































14ヶ月 6 6 1 1 2
16ヶ月 3 3 0
17ヶ月 4 4 0
19ヶ月 1 13 14 1 1 2
20ヶ月 2 9 2 13 6 2 2 10
21ヶ月 1 5 1 7 1 1 1 3
23ヶ月 4 17 4 25 4 5 5 5 19
24ヶ月 5 12 10 27 11 1 5 1 18
25ヶ月 2 2 3 7 3 2 3 8
26ヶ月 4 7 2 13 4 4 8
27ヶ月 4 4 2 1 2 5
29ヶ月 1 1 1 1
30ヶ月 0 1 1























































































































月齢 母のサイン 発現個数 子のサイン 発現個数




16ヶ月 おいしい 2 0
痛い 1
17ヶ月 おいしい 2 0
食べる 1
おしまい 1
19ヶ月 おいしい 4 お願い 1








20ヶ月 もっと 4 おいしい 8
おいしい 3 バイバイ 1





21ヶ月 パン 2 パン 1
おいしい 1 ダメ 1




23ヶ月 おいしい 4 パン 4
バナナ 2 おいしい 3
ごちそう様 2 豚 2
どこ？ 2 バナナ 2
おしまい 2 蛇 1
リンゴ 2 ウサギ 1
鳥 2 魚 1
カバ 1 リンゴ 1
蛇 1 蝶 1
魚 1 猫 1
本 1 バイバイ 1
豚 1 もっと 1





24ヶ月 バイバイ 4 バイバイ 3
犬 3 花 2
鳥 3 鳥 2
花 3 猫 1
痛い 2 痛い 1
紙 2 紙 1
太鼓 2 太鼓 1
蝶 1 リンゴ 1
猫 1 電車 1
赤ちゃん 1 手を洗う 1





リンゴ 1 パパ 1




25ヶ月 花 2 おいしい 3
ウサギ 1 花 2
おしまい 1 リンゴ 1
おいしい 1 太鼓 1
ごちそう様 1 ごちそう様 1
太鼓 1
26ヶ月 食べる 3 食べる 2





ごちそう様 1 バナナ 1
おいしい 1 太鼓 1
花 1 オレンジ色 1
太鼓 1
オレンジ色 1
27ヶ月 電車 2 電車 3
おしまい 2 おしまい 2
29ヶ月 おしまい 1 もっと 1
30ヶ月 0 バイバイ 1































































































































































































ちょ っか い を 出 す、 電 話 ごっこ が で き る
（KIDS対子ども社会の結果）
生後24ヶ月
家庭訪問時：「ママは？」と問われると母親
を指さす。テレビを見ながら母親が、登場し
てくる動物のサインをＢ児に示す。「子猫ちゃ
んだって」と母親がＢ児に話しかけると“猫”
のサインをする。外で犬の鳴き声が聞こえる
とリアルに「ウォンウォン」と発声する。Ｂ
児は、ぬいぐるみの上に乗った途端にひっく
り返ると“痛い”のサインをする。その場面
を見ていなかった母親は「うん？イタイイタ
イ？」と言いながら“痛い”のサインをする。
母子でカーテン越しにイナイイナイバーをし
ている時に屋外に咲いている花を見て、Ｂ児
は母親に対して“花”のサインをする。それ
を見て母親も“花”のサインをする。テレビ
番組が終わると母親が“バイバイ”のサイン
をするとＢ児も“バイバイ”のサインをする。
テレビに鳥が映ると自発的に“鳥”のサイン
をする。太鼓が映ると“太鼓”を打つ身振り
をする。母親もそれを見てＢ児の身振りをま
ねる。
　Ｂ児がぬいぐるみを抱き上げると母親は
“赤ちゃん”のサインをしながら「昨日、赤ちゃ
んいたね」「やきもち焼いていたね」と言う。
Ｂ児がテレビを見ながら「ナニ？」と尋ねる
と母親は「あっ、星だ、星だ」と応答する。
番組が終わると“バイバイ”のサインをする。
母親も“バイバイ”のサインをする。番組が
終わってしまったので、Ｂ児はテレビを指さ
して（もっと見たいと）地団太を踏む。テレ
ビの次の番組に電車が映ると母親は“電車”
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児が絵本を閉じたところで母親は「おしま
い？」と尋ねて“おしまい”のサインをする。
それに対してＢ児は「いらない」と言う。ミ
ニカーを連結して遊ぶ。身体の部位について
母親が「お鼻どれ？」と尋ねると自分の鼻を
指さす。10秒後にもう一度母親が「お鼻ど
れ？」と聞くとＢ児は「アナ？」と言いなが
ら少し手を広げて“花”のサインのようなし
ぐさをする。母親は「お花？」と言いながら
“花”の明瞭なサインをする。Ｂ児は、今度
ははっきりと“花”のサインをする。「お鼻
だよ」と母親は言いながら自分の鼻を指し示
す。Ｂ児は自身も自分の鼻を指す。
　「咲いているお花は？」と母親は言うが、
Ｂ児は鼻を指し続ける。鼻と花という同音異
義語について、母子でサインを用いてやり取
りをしている。
　Ｂ児が「ジュ」と言うと母親は「ジュース？
じゃあ持ってくるからここにいて」と言って
ジュースを取りに行く。リンゴジュースを飲
んでいる時に母親が“おいしい”のサインを
するとＢ児もサインをする。母親が「リンゴ
リンゴ」と言うとＢ児は“リンゴ”のサイン
をする（Table 4・5参照）。
母親談：三語発話ができるようになり、「アッ　
パパ　ダー」と言うように名詞にアッとダー
が付くようになった。
生後26ヶ月
家庭訪問時：救急車のことを「キューキュー
キュー」と言う。
　母親は「バナナ食べる？」と言いながら“バ
ナナ”のサインをする。Ｂ児は“食べる”サ
インをする。バナナを見ながら母親が「バナ
ナ食べる？」と言いながら“バナナ”と“食
べる”のサインをする。それに対してＢ児も
“バナナ　食べる”と二語発話的なサインで
応答する。「いただきますは？」と促され“い
ただきます”のサインをする。母親が「おし
まい？」と言いながらサインをすると首を横
に振る。もう一度発語とサインで「おしま
い？」と尋ねると「イー」（イヤダ）と言う。
バナナはないのでその代わりにオレンジ
ジュースを飲ませようと、母親が「オレンジ
ジュース？」と言いながら“オレンジ”のサ
インをするとＢ児もオレンジのサインをする。
色名のサインが出現したのは初めてである。
「お花は？」との質問に、Ｂ児が“花”のサ
インをした後、母親が「お目目は？」「お耳
は？」と尋ねる。それらに対してはＢ児は適
切に指さしをするが、「お鼻はどこ？」と尋ね
ると“花”のサインをする。鼻と花について
混乱している（Table 4・5参照）。
　二語発話的サインはＢ児も母親も自然に
使っている。
母親談：言葉は明確ではないが一日中しゃ
べっている（声を出している）。
KIDS：赤、青、黄、緑の全てが正しくわか
る（KIDS理解言語結果）。２語文を言う。５
語以上の言葉を使いわける（KIDS表出言語
結果）。友達とけんかをすると親に言いつけ
にくる（KIDS対子ども社会性結果）。
生後27ヶ月
家庭訪問時：「パパ　イナイ」などの二語発
語も発音が明瞭になってきている。トイレッ
トトレーニングができてきている。個々のミ
ニカーに「アマニ」「アママ」など自己流で
命名し遊ぶ。「デンシャーラ」と言って両手
を上下に動かす。母親は「電車はこうだよ」
と言いながら正式の“電車”のサインをする。
それでもＢ児が何回も先程と同じ動作をする
ので母親もその動作をまねる。おもちゃを片
付け終わった時に母親が「おしまい」と言う
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べる”）となる（Table 2参照）。これらは集
団保育で頻繁に使われるベビーサインである
（赤津, 2013b参照）。
生後31ヶ月
家庭訪問時：Ｂ児は、ミカンを母親がより分
ける時に“食べる”のサインを、母親から「リ
ンゴのサイン、覚えている？」と言われ、“リ
ンゴ”のサインをする（Table 4・5参照）。
数人の友達の名前を言う。「おはよう」「こん
ばんは」「お茶」「ミカン」「ありがとう」「カッ
ポ（空っぽ）」など、母親とは、ほとんど言
葉でコミュニケーションを図ることができる。
母親がクッキーを取りに台所に行くと「クッ
キー」、「来るよ」と発語する。「クッキー　来
るよ」と言うように続けて言う二語発話では
ない。「アンパンマン　イタイイタイ」と２
語発話で話す。「どうぞ」と言われると「ア
リガトウ」と答える。
母親談：ほとんどサインをしなくなった。目
についたもの、聞こえたものについては声を
出して発語する。例えば自動車が通ると「ミ
キサー車」、「救急車」などと言う。テレビで
やっていた手話を真似した。
２）まとめ
　生後14ヶ月から16ヶ月では母親がベビー
サインをＢ児に提示してもＢ児はほとんど無
反応であった。生後19ヶ月以降、徐々に自
発的にサインを使用するなど、Ｂ児が応答す
るようになると母親もやりがいを感じて積極
的にベビーサインをＢ児に提示するようにな
る。母親は、初期には日常生活の流れやＢ児
の興味、関心とあまり関連性がないところで
ベビーサインを提示していたが、生後19ヶ
月以降、次第に母子間のやり取りの脈絡に
沿った提示の仕方をするようになる。また母
とＢ児は“おしまい”のサインをする。
　発語、発声の方が優位になり、サインは出
現頻度が減っている。
母親談：母親はＢ児が話せる単語が増えてき
たと感じている。母親が物の名称を教えると
すぐに覚えて使う。新しいサインは増えてい
ないが、前から覚えているものは使っている。
KIDS：大きい・小さいがわかる（KIDS概念
結果）
生後29ヶ月
家庭訪問時：物品の複雑な色名を答えられる
（桃色・青・水色・灰色・橙など）。母親が、
リンゴをどこで食べるか尋ねると「アッチ」
「コッチ」と言いながらテーブルまで移動する。
リンゴを食べている時に母親が「もっと？」
と尋ねると“もっと”のサインをする（Table 
4・5参照）。
　テレビ番組が見たいものではないと「ナイ
ナイナイ」と言いながら仰臥して怒る。
母親談：サインと言葉を同時に使っているこ
とがある（例えば「ブーブーブー」と言いな
がら“自動車”のサインをする）
KIDS：食べ物の名前が９つ以上正しくわか
る（KIDS言語理解結果）。友達の名前が言え
る（KIDS対子ども社会性結果）
生後30ヶ月
家庭訪問時：今までは救急車は「キューキュー
キュー」だったが、幼児音が消えて「キュー
キューシャ」と初めて言える。「ミカンダ」
とＢ児が言うと母親は「ミカンじゃない。柿」
と訂正する。母親に対して「マタネ。バイバ
イ」と言いながら手を振る“バイバイ”のサ
インをする（Table 4・5参照）。
　日常的に使うサインの種類は初期の頃に近
い７種類（“もっと”“バイバイ”“おしまい”
“いただきます”“ご馳走様”“おいしい”“食
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親自身もベビーサインに習熟してきて、言葉
を添えながら自然にスムーズに提示できるよ
うになる。それに従って子どもの使用するベ
ビーサインも増えていく。
　一語発話、二語発話的ベビーサイン、二語
発話、三語発話については、Ｂ児においては
Ａ児よりも発現時期が遅いだけで、Ａ児と同
じ発現順序となっている。二語発話的ベビー
サインは母親が生活の中で使うことにより強
化される。
　実際に数日前に実物を見たり、絵本の犬の
絵を見たりした直後に、母親が言葉を添えて
犬のサインを提示するという経験を何回かし
た後の、生後14ヶ月時の家庭訪問時には、
Ｂ児が初めて犬のサインを用いた場面が観察
され、Ｂ児にとっての犬というものの概念化
の過程が可視化された。
　Ｂ児では、話し言葉の習熟に伴ってベビー
サインは減少していき、最後に残った７種類
のサインは家庭だけではなく、集団保育とい
う環境においても基本的な、日常生活でよく
使うサインであった。
　ベビーサインは、おとなから発語と共に提
供され、子どもはまず無言でサインを使うよ
うになる。生後25ヶ月の時点では、Ｂ児は“花”
のサインを生後23ヶ月から理解し使用してい
るので、花についての概念化はできている。
一方、Ｂ児にとって鼻は概念化の過渡期にあ
り、花と発音が同じであるということに混乱
している。この同音異義語の理解、所記と能
記の理解の発達に関しては、今後の課題とし
て考えていきたい。
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